
新

刊

紹

介

山
本
五
月

『
天
神
の
物
語
・
和
歌
・
絵
画

―
中
世
の
道
真
像
』

安
原

眞
琴

本
書
は
、
著
者
の
七
回
忌
に
刊
行
さ
れ
た
著
書

で
あ
り
、
提
出
直
前
だ
っ
た
幻
の
博
士
論
文
で
も

あ
る
。

山
本
五
月
氏
は
、
立
教
大
学
博
士
課
程
在
学
中

の
二
〇
〇
六
年
三
月
三
日
に
、
不
慮
の
事
故
で
亡

く
な
ら
れ
た
。
博
論
提
出
目
前
で
、
そ
れ
に
向
け

た
本
格
的
な
準
備
に
入
ろ
う
と
、
日
用
品
や
飼
い

猫
の
食
料
な
ど
を
普
段
よ
り
多
め
に
買
い
だ
め
し

た
帰
り
に
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

草
稿
も
未
完
だ
っ
た
の
で
既
刊
の
論
文
を
集
め

て
の
刊
行
と
な
っ
た
。
出
版
が
七
回
忌
ま
で
延
び

た
の
は
、
五
月
氏
の
ご
主
人
勉
氏
の
心
の
整
理
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
で
も
変

わ
ら
な
い
と
い
う
。
筆
者
も
そ
う
だ
が
、
著
者
を

知
る
人
は
誰
も
が
、
同
様
の
思
い
を
抱
い
て
い
る

と
思
う
。

著
者
は
、一
九
九
八
年
の
初
の
論
文
発
表
か
ら
、

十
年
弱
と
い
う
短
期
間
に
約
二
十
編
も
の
論
文
を

発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
本
書
に
は
、
学
会
誌
等
に

発
表
さ
れ
た
す
べ
て
の
学
術
論
文
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
目
次
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

刊
行
に
あ
た
っ
て
（
小
峯
和
明
）

は
じ
め
に

序
章

菅
原
道
真
の
生
涯
と
そ
の
神
格
化

第
一
部

天
神
縁
起
絵
の
生
成

第
一
章
『
日
蔵
夢
記
』
の
成
立
―
『
北
野

文
叢
』
所
収
永
久
寺
本
を
中
心
に

第
二
章

道
賢
（
日
蔵
）
伝
承
の
展
開

第
三
章

日
蔵
説
話
の
変
容
と
『
北
野
天

神
縁
起
』
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
を

中
心
に

第
四
章

『
日
蔵
夢
記
』
に
見
る
道
真
像

―
太
政
威
徳
天
の
姿

第
五
章

追
憶
す
る
神
―
延
慶
本
に
お
け
る

天
神
の
託
宣

第
二
部

室
町
絵
巻
の
改
変

第
一
章

『
日
蔵
夢
記
』
と
天
神
信
仰
の

形
成
―
太
政
威
徳
天
の
姿
と
言
葉

第
二
章

『
北
野
天
神
縁
起
』「
日
蔵
冥

界
巡
歴
」
の
段
を
め
ぐ
っ
て
―
室
町
絵

巻
に
描
か
れ
た
帝
釈
天

第
三
章

道
明
寺
天
満
宮
蔵
「
北
野
天
神

縁
起
絵
扇
面
貼
交
屏
風
」
の
特
質
―
モ

チ
ー
フ
絵
画
化
の
観
点
か
ら

第
三
部
『
天
神
の
本
地
』の
物
語
・
和
歌
・
絵
画

第
一
章

『
天
神
の
本
地
』
の
基
礎
的
研

究
―
東
洋
文
庫
蔵
慶
安
版
本
を
中
心
に

第
二
章

思
ひ
き
る
心
の
剣
―
天
理
二
巻

本
系
統
の
呪
歌

第
三
章

雪
に
つ
つ
め
る
鶯
の
声
―
天
神

和
歌
の
寓
意

第
四
章

天
神
異
聞

第
五
章

天
神
と
童
子
―
中
世
天
神
信
仰
の

物
語
と
図
像

山
本
五
月
の
こ
と
（
山
本
勉
）

本
論
は
三
部
か
ら
成
る
。
こ
れ
は
著
者
の
博
論

構
想
を
思
い
出
し
つ
つ
、
遺
志
を
忖
度
し
て
の
こ

と
で
あ
る
と
い
う
。

序
章
も
含
め
た
各
章
は
、
原
則
的
に
論
文
初
出

時
の
体
裁
、
内
容
、
題
目
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま

た
「
は
じ
め
に
」
は
、
後
期
課
程
四
年
時
の
二
〇

〇
五
年
一
月
に
提
出
さ
れ
た
『
二
〇
〇
四
年
度

博
士
論
文
中
間
報
告
書
』
冒
頭
の
「
概
要
」
か
ら

の
転
載
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
挟
み
込
む

か
た
ち
で
、
冒
頭
に
小
峯
和
明
指
導
教
授
に
よ
る
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「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
と
、
末
尾
に
ご
主
人
勉
氏

に
よ
る
「
山
本
五
月
の
こ
と
」
と
い
う
二
つ
の
文

章
が
掲
載
さ
れ
る
。

筆
者
は
本
書
を
、
研
究
者
に
限
ら
ず
一
般
読
者

に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
価
値
の
あ
る
著
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
学
術
論
文
で
あ
り
、
か
つ
著
者
の
意
志
を

尊
重
し
、
既
刊
の
論
文
内
容
を
変
更
せ
ず
に
掲
載

す
る
と
の
編
集
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
通

読
し
よ
う
と
す
る
と
い
く
つ
か
の
不
便
を
感
じ
る

か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
博
士
論
文
で
あ
れ
ば
冒
頭
に
書
か

れ
た
は
ず
の
天
神
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
が
な

く
直
ち
に
各
論
に
入
る
の
で
、
読
者
は
自
ら
そ
れ

を
補
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
複
数
の
論
文
に
重

複
す
る
内
容
や
表
も
あ
る
。
こ
れ
ら
も
著
者
が
存

命
な
ら
ば
整
序
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
試
み
に
、
最
も
読
み
や
す
い
と
思
わ
れ

る
一
つ
の
読
み
方
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ
は
、
次

に
あ
げ
る
（
一
）
か
ら
（
五
）
ま
で
を
先
に
読

み
、
そ
の
後
に
本
論
を
読
ん
で
い
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

（
一
）
巻
末
の
「
山
本
五
月
の
こ
と
」（
山

本
勉
執
筆
）

（
二
）
巻
頭
の
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」（
小

峯
和
明
執
筆
）

（
三
）
本
論
冒
頭
に
あ
た
る
「
は
じ
め
に
」

（
四
）
本
論
末
尾
の
「
天
神
と
童
子
」

（
五
）
序
章
の
「
菅
原
道
真
の
生
涯
と
そ
の

神
格
化
」

（
一
）
は
、
山
本
五
月
氏
の
経
歴
や
人
物
像
な

ど
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ば
著
者
の
〈
伝

記
〉
で
あ
る
。〈
論
文
は
書
い
て
し
ま
え
ば
著
者

を
離
れ
て
一
人
歩
き
す
る
〉
と
も
い
わ
れ
る
が
、

著
者
は
天
神
を
研
究
対
象
で
あ
る
以
上
に
、
よ
り

深
い
と
こ
ろ
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、

本
書
の
場
合
は
著
者
を
知
る
こ
と
が
論
文
解
釈
の

助
け
に
な
る
と
思
う
。

（
二
）
は
、
指
導
教
授
に
よ
る
十
七
頁
に
も
お

よ
ぶ
長
文
の
刊
行
の
辞
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
著

者
の
経
歴
と
本
書
の
出
版
経
緯
お
よ
び
天
神
に
関

す
る
研
究
史
や
基
礎
的
な
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
上
で
本
書
の
概
要
と
意
義
が
明
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
本
論
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
読

ま
れ
た
い
。

（
三
）
で
は
、
著
者
の
関
心
の
あ
り
か
が
示
さ

れ
る
。
冒
頭
に
「
こ
の
世
の
生
を
終
え
、
あ
の
世

に
あ
る
人
物
が
、
こ
の
世
を
ど
う
み
つ
め
て
い
る

か
、
ま
た
こ
の
世
を
ど
う
動
か
し
て
い
る
の
か
」

と
あ
る
よ
う
に
、
著
者
は
〈
他
界
観
〉
と
い
っ
た

独
自
の
観
点
か
ら
天
神
を
見
つ
め
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

（
四
）
で
は
、
一
枚
の
絵
画
の
分
析
が
行
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
束
帯
姿
の
天
神
の
右
脇
に
小
さ
な

童
子
が
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
新
出
の
絵
画
で
あ

る
。
こ
の
不
思
議
な
絵
画
の
分
析
を
読
ん
で
い
る

と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
豊
饒
な
天
神
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

（
五
）
で
は
、
天
神
信
仰
の
諸
相
が
簡
潔
に
述

べ
ら
れ
る
。
天
神
は
現
在
、〈
学
問
の
神
〉
や
〈
連

歌
の
神
〉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
前
近
代
、

と
く
に
中
世
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仏
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
七
種
類
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
丸
数
字
を
付
し
て
簡
単
に
ま
と
め

て
み
る
。

①
和
歌
の
神
、
②
『
法
華
経
』
護
持
者
、
③

釈
迦
の
化
身
、
④
十
一
面
観
音
の
化
身
、
⑤

松
の
化
身
、
⑥
梅
の
化
身
、
⑦
渡
唐
し
て
悟

り
を
ひ
ら
い
た
仏
神
。

天
神
は
、
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

仏
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
か
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で
も
①
②
③
は
、
あ
ま
り
研
究
の
進
ん
で
い
な
い

分
野
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
目
を
向
け
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
著
者
の
視
点
が
い
か
に
新
鮮
で
多
角

的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
本
論
で
は
、『
北
野
天
神
縁
起
』
に
代
表

さ
れ
る
「
天
神
縁
起
」
の
種
々
相
が
三
部
に
わ
け

て
論
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
部
に
は
天
神
縁

起
の
始
原
、
第
二
部
に
は
中
世
の
天
神
縁
起
、
第

三
部
に
は
お
伽
草
子
『
天
神
の
本
地
』
を
中
心
と

す
る
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
天
神
縁
起
に
関

す
る
論
考
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

天
神
縁
起
は
お
お
よ
そ
、（
一
）
道
真
の
伝
記
、

（
二
）
死
後
の
怨
霊
・
天
神
の
活
動
、（
三
）
北

野
社
の
創
建
と
霊
験
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る

が
、
著
者
は
主
に
（
二
）
の
怨
霊
・
天
神
の
部
分

に
注
目
し
、
神
で
も
仏
で
も
人
間
で
も
あ
る
き
わ

め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
「
天
神
」
と
そ
の
信
仰

が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
変
容

し
つ
つ
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
、
大
い

な
る
謎
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
最
大
の
意
義
は
、
天
神
信
仰
の
成
立
と

も
係
わ
る
『
日
蔵
夢
記
』
に
着
目
し
、
そ
れ
と
天

神
縁
起
と
の
比
較
、分
析
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

『
日
蔵
夢
記
』
を
基
軸
と
し
た
天
神
縁
起
の
研
究

は
、
本
書
が
最
初
で
唯
一
の
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
従
来
は
天
神
縁
起
の
絵
画
か
本
文
の
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
を
研
究
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、

著
者
は
、
絵
画
と
本
文
お
よ
び
天
神
が
詠
ん
だ
と

さ
れ
る
和
歌
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
究
し
た
。
こ

れ
も
本
書
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

著
者
の
旺
盛
な
好
奇
心
と
研
究
意
欲
は
、
年
を

追
う
ご
と
に
増
し
て
い
た
。
調
べ
た
い
こ
と
、
究

明
し
た
い
こ
と
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
が
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
非
常
に

残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
の
天
神
研
究
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
業

績
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
研
究
者
は
も
と
よ
り

我
々
一
般
読
者
に
と
っ
て
も
、
あ
り
が
た
く
幸
い

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
勉
誠
出
版

二
〇
一
二
年
三
月
三
日

九
五
〇

〇
円
）

（
や
す
は
ら
ま
こ
と

本
学
兼
任
講
師
）
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